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九州地域地質センタｰの岡本鉱物標本

1.岡本要八郎博士との出会い

吉井守正工〕

はじめに

地質調査所九州地域地質センタｰの標本室には,岡本

要八郎博士から譲渡された3,OOO点以上の鉱物標本が保

管･展示されている(福岡駐在員事務所,1963.1966).最

近は,大学生の一行が授業の一部として見学に訪れるた

ど,地域への地学的知識の普及に貢献している･

たまたま筆者は,1986年から3年間九州地域地質セン

タｰに勤務し,これらの標本と係わりをもつことにたっ

た.今回は標本の提供老である岡本博士の横顔と,標本

が九州地域地質センタｰに譲渡されたいきさったどにつ

いて述べよう(写真1,2).

1.岡本博士の略歴

岡本要八郎博士は,ひとくちで言えば鉱物収集家.そ

の経歴については桜井(1960)や稲井(1965)が記してい

るので,これらを基にあらましをご紹介する.

博士は1876年(明治9年)に愛知県西尾市に生まれた･

小学校の代用教員時代に緑柱石や柘榴石などを採集し,

これをきっかけに鉱物に興味を持ちはじめた.

1899年台湾に渡り,当時の台湾総督府国語学校の教諭

とたる.そして総督府の技手として台湾の鉱物調査に従

事した.

1906年台北市近郊の北投温泉で北投石(鉛を含む重晶石

の一種,(Ba,Pb)S04)を発見一その研究結果を岡本

(1909)たどに,また1915年(大正4年)にはr台湾新産

北投石調査報告｣として発表した.この新鉱物は,神保

小虎によってhokuto1iteの名前で世界に公表された

(JIMB0.1913)･

1928年(昭和3年)に帰国して一時佐賀県唐津市に住ん

だ.その後1931年に福岡市へ移住し,1939年九州大学講

師どたり,理学部と工学部の鉱物実験を担当した.

主た著書にはr福岡県鉱物誌｣｢長崎県鉱物誌｣など

がある(岡本,1944.1958).これらの功績によって,1958

年に九州大学から理学博士の学位を授与された･

1959年には高血圧のだ酬こ九州大学を辞職し,翌1960

年3月28日死去した｡84歳であった.

2.鉱物標本を迎えるきっかけ

岡本博士と地質調査所との出会いは1957年のことであ

る.その年,福岡市博多区石城町14-10(中心街天神の北

東直距2k血)に合同庁舎が落成し,そこへ地質調査所複

写真1現在の地質調査所九州地域地質センタｰ3階の窓の左か

ら3個分が標本室.

写真2標本室の内部

最近,標本の保管分が鋼鉄製の引出Lに格納された｡

1)地質調査所鉱物資源部

1990年9月号

キｰワｰド:岡本鉱物標本,九州地域地質センタｰ�



一46一

吉井守正

岡駐在員事務所が移転した(以下,所名･官職名は,いずれ

も当時)｡

当時は杉原料資源の調査が盛んに行われており,福岡

駐在員事務所の稲井信雄所長は,岡本博士カミ集めたウラ

ンだと放射性鉱物の標本を,開所式の折に展示すること

を考えた･標本借り受けの申し入れを博士は快諾して,

展示会では自ら説明役も買って出た.

開所式には本所から兼手勝所長も出席した(写真3)｡

展示された標本に感激した兼子所長は,標本を分けても

らうよう博士に働きかけた･既に高齢となっていた博士

は,集めた標本を同事務所に譲渡することにした.

これが岡本鉱物標本誕生の由来である.ちたみに博士

は,自著｢福岡県鉱物誌｣とr長崎県鉱物誌｣に掲載さ

れた標本を九州大学に,それらに加えて自ら収集した世

界各地の標本を地質調査所に,それぞれ譲渡した･

3｡･妥本の録音テｰプ

九州地域地質センタｰには,岡本標本にちたむ2本の

オｰプンリｰル磁気録音テｰプが保存されている.

1本目のテｰプの内容は,岡本標本が福岡駐在員事務

所に譲渡された際の,岡本博士と稲井所長との対談であ

る.1959年4月8日に収録され,録音時間は22分である.

もう1本は木下亀城九州大学教授と稲井所長の対談

で,岡本博士の人柄などが話題にのぼる.1960年3月19

日の収録で長さは31分.ちたみにこれらの録音操作は,

のちに九州出張所長とたった原田種成技官による.

オｰプンリｰル用のテｰプレコｰダは,今どきたかた

か見あたらないが,幸い同センタｰには使用可能なもの

があったので,筆者はこれらの録音を聞いてみた･その

テｰプレコｰダはソニｰ製のTC-102Aという昔たつか

しい真空管式である.1960年代のベストセラｰ機てあっ

写真3

､搬灘新庁舎開所式当日の記念写真

最前列左から,岡本要八郎博士,兼手勝所長,工

業技術院の課長,稲井信雄所長,原田種成技官,山

下久兵衛事務官,肥塚泰子事務官,工業技術院の寺

藤

たが,何しろ旧式で,いつ故障してもおかしくたいし,

そうなれば,もはや修理不能である.これらの録音を後

世に伝えるためには,今のうちにカセットテｰプにダピ

ソグせねほたらたい.

たまたま新型のダブルカセット式テｰプレコｰダが,

閉鎖された東北出張所から管理換えされたので,ダピソ

グの機会は意外に早く訪れた.技術的には,TC-102Aの

ラインアウト端子から音声出力を取り出し,カセットテ

ｰプレコｰダのコンパクトディスク用入力端子に入れて

ダビングするのが,最善の方法と分かった.筆者は早速,

接続用ケｰブルを自作して作業に取りかかった.

管理換えされて来たカセットテｰプレコｰダもソニｰ

製である･4半世紀以上も隔たった同じメｰカｰの新旧

2機種が,1本のケｰブルで結ばれて協調的に作動する

様子は,あたかもおじいさんが孫に昔話を語りかけてい

る趣であった.

筆者は,このダビング作業をしぽし楽しみたがら,数

本のコピｰを作った.カセットテｰプのA面に岡本博士

の声を,B面には木下教授の声をそれぞれ入れた､

音を再生してみると,意外にも旧式のテｰプレコｰダ

から直接聞くより,コピｰの方が音質がよく,大成功走

った.このカセットテｰプの1本は,九州地域地質セン

タｰの図書室に配架してある.

このようた次第で,岡本博士や木下教授と稲井所長と

の対談が,30年ぶりに陽の目を見ることにたった.そし

て,岡本標本が九州地域地質センタｰに譲渡される事と

なったいきさったども明らかにされた.

4｡録音テｰプは語る

丞.1岡本博士からのメッセｰジ

最近筆者は,これら録音テｰプの内容を聞き書きした
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写真里緊張の面播で録音中の岡本要八郎博士(稲井氏提供)

(吉井,1990).語る人の人物像をも写し取ろうと,でき

るだけ聞いた通りにパｰソナルコンピュｰタに入力し,

フロッピディスクに保存した.

今回は岡本博士の録音を中心にご紹介しよう､博士は

83歳と高齢で,言葉が聞き取りにくかったり,話の内容

が理解し難い所もあった.また,以下の文章は話し言葉

と書き言葉との違いから,やや読みにくいものとたって

いるが,それはこの際やむを得たい･

録音は冒頭で,博士が地質調査所へのメッセｰジを述

べている(写真4).たお,文中で()は筆者による注,

または補足である.

(緊張した口調で)

｢鉱物(学)の元祖の和田維四郎先生その他色々の先

輩,ちょうど時がよく,鉱物(学)のだんだん発達して

来る時代に育ったものですから.

殊に日本の国歌(君が代)は地質時代を表し,砂が集ま

って砂岩にたって,そして下等生物が発生Lた,という

『苔のむすまで』という事まで歌っており,実に地質に

関係Lた立派な国歌をもっておる国は,世界に無いだろ

うと思います.

そういうようた事で,人生と石という事は,十分まだま

だ研究されて,そして世のためになるだろうと思います

から,適当に産地の違う所の標本を集めて比較して記憶

すれば,いっぺん目で見ておげほ,もうげつ'Lて忘れる

もんではありません.

標本というものを大事にして,互いにやり取りして,

師資相通じて,銘々の興味を増し,かつ知識をふやすよ

うに心得るために,まず標本について,その特徴をつか

むという事は一番犬事なことです･

1990年9月号

道を歩いても石さえあれば,石のない所はたいのです

から,とんだ物が発見されるか分かりませんから,新し

い報告を注意して,その要点を早くつかんで,そうして

石を識別することの練習をするという事は,いろんな発

見をする基にたると思います･

学間の研究しだから,その資源を求めんといかん,そ

れには,日本は地質が非常に混雑しておって,研究する

には非常によいのです.まず,目をこしらえて,朝鮮た

り中国なり行げば,あちらの方は地質の構造が非常に広

いから,大いに資源を見つげることができるだろうと思

います.

そのためには,標本というものは,こういう風にいち

いち見て,その特徴をつかむという事が大事ですから,

どうか,あんまり難しいと思わんで,非常にこんた易し

い物にたいのですから,よく調べて,自分の物にして,

そして旅行されると,存外た物を発見するようだ事があ

るかも知れんと思います･

どうぞひとつ,この方面の勉強も皆して頂きたいと思

います.｣

4.2北投;百の発見

録音は,引き続いて岡本博士と稲井所長との対談に移

る.その中で博士は,北投石を発見した時の様子を次の

ように語っている(写真6)･

｢そしてあのう,北投石を見つげたんです･それが重

いってことは知っていたんだが,

(中略)

見たら,その温泉の沈澱物にマソガソが入っとるんで

す.それで,これは鉱物の出来方という事を見たら面白

かろうと思いまLたですね.そして家へ(持って)帰って

きて,どうも重いんです.ちょっとその沈澱物が.

それから,それを炭酸ソｰダで焼いてみたんです･す

るとブツブツと鉛が出るんですね.つぶせほ鉛はよくつ

ぶれるから.

鉛が出る.温泉から鉛が出るというのはおかしいと思

った.そしてラジウムのしまいは鉛にたるって.火山セ

爆発湖のすぐそこで,100℃位の温度の所へ沈澱する.

結晶するんですからね.

それからそれを研究所に,

『分析してくれ.』

って言ってやったら.

『これは石膏だ.』

石膏にこれだけ比重のある物はないからと思って,そ

れからふいっと,

r私は写真ができんげど,写真で感光しやせんだろう

か,やってくれんか.』

って言ったら,そうしたとが,10日やってみて,�
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『感光した.』

って言うんですね.

ああ,そりゃうれしかったが,それを言うわけにいか

たい.ひと(他人)にね.言うと知れるといかんからと

思って.それから医学校に化学やっとる島原という信州

の人がおりましたね.それを言ったら,

rいや,おれも何で,鉛が入っとったから白金るつぼ

を壊すとこだった.』

と言っていました.｣

(中略)

｢そしたら東京で芳賀先生か何かが分析されて,PbO

が21%あるということで.｣

(中略)

｢(新鉱物の命名について)私はブンゴナイトって言う名

前があるからホクドナイトでよかろうと思うたら,神保

先生は,

『ホクトライトがいい.』

と言われたから,それで名前は神保先生のホクトライ

トにたった.

(神保先生は)それを下関へ1貫500匁(5.6kg)送っと

いて,それを持ってヨｰロッバをず一つと図られて,ロ

シヤに行ってフェルナドスキｰという人と相談して｡そ

こでhokuto1iteあるいはhokutoiteでいい,どっちで

もいいと.

(hokuto1iteと)名前を付けられたのが明治何年かな,

11月頃の話ですがね,それで新しい鉱物になった.｣

4.31ドル2円のころ

岡本博士は台湾在住の間に,標本のカタログを見て珍

しい物があると,片端からアメリカの業者に注文したら

しい.だから収集された標本の申には,めったに手に入

らない珍しい物も含まれている･1ドルとか10ドルたど

という正札が付いたままの標本が,現在も展示･保管さ

れている.

博士は鉱物収集について,次のように述べている･

rやっぱり実物がたいと何にもたらんと思いましてで

すね.この,色とかたんていうのは,書いた物じゃ,と

ても想像がっかん.

それで,古い標本にフィラデルフィアの何とかってい

う石屋のラベルが貼っであったから,そこへ手紙を出し

たら,そしたら今のフｰズという大きた方に転送してく

れましてね.

それからその頃はドルが2円でしたから,始終5,60

円(現在の30万円位?)ずつ金を送りまして.送るとすぐと

明くる日,船に乗せて来まして,税関も勘弁してくれま

Lてですね.支那(台湾)に居る時に余分な金を皆こっ

ちの方に使ってしまったので,いま役に立った訳です.｣

4.4標本譲渡のいきさつ

岡本博士の多数の鉱物標本が福岡駐在員事務所へ譲渡

されるに至った動機と,そのときの博士の心境などにつ

いて,次のようだ対談が行われている.

岡本:rこれだけ材料を集めとくっていうことが,もし

かして,これがどっかへ保存ができんかと思って,自分

の家のたい時から,これだけは何しとってですね.

たんと,これが稲井さんのお蔭で,とにかくこんたい

い宿舎に入って綿の布団に寝て,そして私はどこの人問

か分からんげども,石の方は皆分かっとって,どうも幸

昔Lております.｣

(中略)

稲井:｢あのう,私の所でお譲りを願った動機と申しま

すのは,この合同庁舎が出来ました時に展示会を致しま

して,その時に先生の今お分け願った標本を含めて,放

射能鉱物だけを展示させて頂きました.

その時に本部の兼子所長がこれを見まして,

rこれは大変いい物を先生はお持ちである.』

と,それから

rこういった物は,たかだか我序の手では容易に集め

られたい.ひとつ先生からこういった標本をお分け願っ

たらどうか.』

というようた事が動機でございまして,ま,それが実

を結びまして,ここにこうした陳列棚を,中味は充実し

たサンプルを一杯に致しまして,整理できたわげでござ

います.

色六先生の思い出も深い標本が多いと思うんでござい

ます.少たくとも調査所と致しましても,これを大事に

保存致しまして,永く一般の方六に,見たりあるいは勉

強して頂くという事を,我六は考えておる次第でござい

ます.｣

岡本:rお蔭で60年間の物が,実を結んだようだ事にた

りまして,こんだ安心はたいのです.どうしたらいいか

という事は,始終気にはたっておったんですけども,ど

こに何したら保存ができるカ㍉もう自分では飲んだビニ

ル瓶のようだ物で,持っとっても歳をとって旅行するこ

ともできず,利用する道がなかったのが,本当に活用が

できて.

ただ遺憾な事は,皆さんから頂いた物も多く,形も小

さくて,結晶やそういう物が完全でなくて,まだ立派た

物を持っておられる方もありますが,ただ数が多いって

だけが,少しはお役に,参考にたるんではないかと思っ

て,非常に自分としては感謝に耐えん次第です.

誠に所長さんのちょっとLた目にとまらたかったら,

こういう安心はできなかったのですが,お蔭で自分の一

番の安心ができたという事は,本当に感謝に耐えません
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次第であります.有難うございました｡｣

稲井:rあのう,先生がこうした我序の･地質調査所の

企画にご賛同頂きまして,大事な品物を分けて頂きまし

て,その途中で私の所においで下さいまして,この標本

棚をご覧にたり,あるいはまた,小さい箱に並べてある

のを大変喜んで下さりまして,『ご自分のお子さんのア

パｰトが出来た』というようた事までおっしゃって,非

常に喜んで下さったので,私と致しましても･また所員

]同と致しましても,大変先生にお喜び願った事を喜ん

でおりまLて.

ま,先生の御苦心をここに全部集めてしまったという

ような風にも考えまして,我々も一緒に喜んでいる次第

でございます.｣(写真5).

ちたみに,岡本博士から標本を譲り受けた時の思い出

を稲井(1965)は,次のように記している･

｢私はその標本整理のため福岡市鳥飼の岡本先生の御

自宅を訪間したことがありました.玄関といわず,廊下

といわず,ギッシリ積み上げられた諾蓋やみかん箱に,

御自分のみ御記憶深い鉱物標本を新聞紙に丹念に整理さ

れて,鉱物名や産地を筆で書き直し,且つ分類して下さ

いました.私は下積みにたった諸蓋を出して差し上げ,

お手伝いをいたしましたが,鉱物そのものの整理分類は

自らたさらなげれぼ気が済またいようでした.鉱物その

ものに御愛着が深かったからでしょう.｣

5.木下教授が語るエピソｰド

もう1本の録音テｰプでは,木下亀城教授が岡本博士

の思い出を語っている.

木下教授は1925年から1933年まで･商工省地質調査所

に勤務しており(日本地学研究会,1973),地質調査所の大

先輩である.岡本博士とも親交があり,博士から福岡野

写真6北投石の標本

横方向の長さ8.5cm,濱崎聡志技官撮影

写真5当時の標本戸棚と稲井信雄所長(稲井氏提供)

1990年9月号

在員事務所が受け入れた鉱物標本を鑑定した･このよう

なわげで,教授もまた岡本標本ゆかりの人物である･

では,談話の中から興味ある部分を数ケ所選び出し

て,その要約を記そう.

5.1秘密の産地

福岡市西部の長垂にペグマタイトがあり,リシア雲母

が産出する.海岸の国道沿いに露出する部分は天然記念

物になっていて有名である.

話は1934年頃にさかのぼる･当時,鉱物採集に行って

もリツァ雲母は見つからず,産地近くに唐を構える吉田

という標本屋から買って帰る人も多かった･

ある日のこと,その吉田が岡本博士に金を借りに来

た.博士は断って,この件を木下教授に紹介(たらい回

し?)した.教授は訪れた吉田には面識がなかったが･

当時の金で200円(現在の70万円位P)を貸し,吉田の店

にあった売値400円のリシア雲母の大塊を担保に取った.

ところが吉田は結局借金が返せず,リシア雲母は教授

の物となった.教授の伸介によって吉田は地質調査所

(本所)にそれを売却して,借金を返済Lた.

この折に教授は,吉田からリシア雲母の秘密の産地を

聞き出して,現地を案内させた･鉱物採集に熱心た木下

教授と岡本博士はそれ以来,休日のたびに2,3回,長

垂へ足を運んだという.

その後,第2次世界大戦中に軍部の要請で,このリシ

ア雲母を採掘することにたった.岡本博士の計らいで吉

田が現場主任になり100トンを採掘した･採掘場の上部

からは綾密たものが,下部からは6角板状の,いかにも

雲母らしい結晶が産出したそうだ･

5.2岡本博士のまろやかさ

博士は鉱物だけでなく岩石の標本も収集した.とくに

晩年には丸い形の石を好んで集めた･例えば球状花嵩

岩,大分県姫島の載状の藍鉄鉱(天然記念物),砂岩中の�
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直径10cm位の球状ノジュｰル,あるいは算盤珠と呼ば

れる玉髄の一種などである.とにかく｢丸ければ皆集め

る｣そうで,rどっか,丸いのはたいかね,この頃は角

張った物より,少し丸いのが欲しい.｣ということであ

った.

木下教授の言葉を借りると,

rだんだん圭角がとれて,円満におなりになったっち

ゅうわけでしょうた.｣

博士のユｰモラスた一面として,甘党の博士は石にち

たんだお菓子を収集し,その成果がr鉱物和名辞典｣

(岡本･木下,1959)に掲載されている.

木下教授の言によると,

｢チャイナマｰブル･これは砂糖を固めた飴玉みたい

たもんで,なめると黄色くたったり赤くなったりする.

瑳珀,これは金玉糖みたい.黄色い色に何んとか.

ざされ石と引くと,ざされ石の当り前の説明もしてあ

るげれど,これは石で作ったお菓子で,どこの名物･

碁石っちゅうの引くと,碁石っちゅう物は那智黒と,

それから日向のハマグリで作ってある･Lかし今度は,

その3番目か4番目のとこ見ると,それは駿河屋で作っ

ておる飴玉みたいだ物である.白い平べったい飴と黒い

平べったい飴とが,袋にそれぞれ入れてある,と書いて

おる.｣

念のため筆者が,これらの項目を鉱物和名辞輿で引い

てみたら,実際の記述は次のようにたっていた.

チャイナマｰブル:石菓子,砂糖の色層が同心円的に

重たった径1㎝内外の円い硬い菓子.

瑳珀:(1〕a㎜ber,樹脂の石化したもの……(2)角砂糖

形,黄色寒天にざらめをつけた石菓子･京都,その他に

｢號珀羊葵｣黄寒天粒のある黒羊糞(石炭)撫順,r號珀

飴｣黄色の飴等がある.

ざされ石:菓子,神奈川県大磯にて発売,京都にもあ

る｡(お菓子以外の記述は見当たらたかった.)

碁石:(1)囲碁用の石,黒は那智黒……(とあり,お菓子

の記述は見られなかった.)

木下教授の話は,やや大風呂敷だったが,とにかく鉱

物に混じってお菓子が鉱物和名辞典に掲載されているの

は事実である.

おわりに

今回ご紹介した2本の録音テｰプは,録音時間が計53

分,約17,300字の分量で,筆者は聞き書きに延べ10時

間,その聞き直しによる校正に約7時間を要した･

対談の途中で,話をさえぎるようにジニット戦闘機や

プロペラ機が頭上を飛んだり,蒸気機関車の力強いドラ

フト音とともに貨物列車が近くを通過するたど,当時を

しのばせる臨場感あふれる録音だった.

テｰプから岡本博士自身の回顧談が直接聞かれるし,

標本が地質調査所に譲渡された直後のホットな録音だっ

たので,当時のいきさつや博士の心境なども知ることが

できた.その意味でも今回ご紹介した録音内容は,歴史

的資料としても貴重と思われる.

博士は,稲井所長との対談収録後1年足らず,木下教

授が博士の思い出を語った談話の収録からわずか9日後

に他界された･タイミングがもう少しずれていたら,こ

れらの鉱物標本は散逸の運命をたどっていたかも分から

たい.庁舎新築移転という,ひょんなきっかけではあっ

たけれども,とにかく標本が博士の生前に譲渡されたの

は,地質調査所はもとより,博士にとっても標本自体に

とっても幸いであった｡

私事にわたるが,博士が逝去した年には,筆者は九州

大学の学生だった.博士の退官と入れ違いの学部進学だ

ったから授業は直接受けなかった･だが鉱物学専攻の筆

者が,約4半世紀後に九州地域地質セ:■タｰで岡本標本

と直接の係わりをもつ事にたったのは,また何かの因縁

だったようにも思う.

今年は博士の没後30周年にあたる.
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